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資料

中学生の公的自己意識，スクール・モラール，社会的

コンビテンスに及ぼすクラスの動機づけ構造の影響

谷島弘仁*

An Influence of Motivational Structure in Classroom on a Social Self-Consciousness， 

School Morale， and Social Competence in Junior High School Students 

Hirohito Y A]IMA斗

The relationship between motivational structure in a classroom and interpersonal relations 

among junior high school students was revealed in the present study. One hundred ninety 

one seventh graders were given questionnaires on their perceptions of the motivational structure 

in actual classroom settings and some elements of interpersonal relations， i. e.， a social self-

consciousness scale， school morale scale， social competence scale. The motivational structure 

in a classroom (MSC) was constructed by four subelements， i. e.， a recognition scale， task 

orientation scale， participation scale， and cooperation scale. Each scale had a high reliability 

factor and the following results were gained. Each scale of motivational structure in a classroom 

was significantly correlated with the most relevant elements in interpersonal relations. 

Particularly， social motives in the motivational structure， i. e.， recognition and cooperation， 

were strongly related to elements in interpersonal relations. This suggests that th巴 social

motives of motivational structure in a classroom were salient in actual classroom settings. 

Key Words : motivational structure in a classroom， social self-consciousness， school morale， social 

competence， junior high school students 

問題

最近，動機づけを個人内の要因として捉えるだけ

でなく，動機づけを高める環境とはどのようなもの

かについて関心が高まっている(例えば，J1[毛， 199451)。

教育場面では，動機づけを高める環境としてクラス

環境がとり挙げられることがしばしばである (Maehr，

199171)。動機づけを高めるクラス環境をっくりだす

ためにクラスの動機づけの構造化という考え方が提
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出されている(例えば，谷島， 199515))。クラスの動

機づけの構造化とは，教師が生徒を指導する場合，

クラスにおける様々な要因を分析する際に，とりわ

け動機づけに関する要素を抽出し，各要素における

注目点に基づいて動機づけ方略を作りあげていく考

え方であるとされている (Ames，198711;Ames，199221; 

Blumenfeld， 199231 Maehr & Fyans， 198981 ; 

Maehr & Midgley， 199191; Runeda & Dembo， 

199511))。クラスの動機づけの構造化の代表的な理論
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として， TARGET構造の理論を挙げることができる。

エプステイン (Epstein，19884)) は，クラスの環境

を以下のような 6つの次元に分類し，これらの用語

の頭文字を取って， TARGET構造と名づけた。それ

ぞれ，課題 (task)，権限 (authority)，報酬

(reward)， ク守ルーピング (grouping)，評価 (eval-

uation)，および時間 (tim巴)の下位次元である。エ

プステインは，それぞれの下位次元ごとに指導目標

と指導方略を挙げており，各次元に基づく指導が，

学校場面における生徒の動機づけに対してどのよう

な影響を与えるかについて考察している。エプステ

インによる TARGET構造は，教師の観点から見た

クラスの動機づけの枠組みである。しかしながら，

生徒がこれらの次元により，どのように動機づ、けら

れるかという学習者の視点も必要とされよう。この

ような問題に対して，教師の観点からの検討だけで

はなく，生徒の観点を取りいれた検討がなされてい

る。すなわち，生徒の認知的側面からクラスの動機

づけの次元を測定していこうとする試みである。

谷島・新井 (199516)) は，以上のような問題点を

踏まえ，中学校 I年生を対象として，クラスの動機

づけ構造の下位次元について尺度構成することを試

みた。その結果，中学校におけるクラスの動機づけ

構造の認知における下位次元として，承認次元，課

題志向次元，参加次元，協調次元の4つの次元から

構成される新たな尺度が作成され，信頼性および妥

当性が確認された。クラスの動機づけ構造を明らか

にするためには，今後，クラスにおける様々な要因

とクラスの動機づけ構造の次元との関連を明らかに

していくことが必要となる。谷島 ・新井(199617))

は，クラスの動機づけ構造の次元が教科の能力認知，

自己調整学習方略，達成不安をどのように説明する

かを重回帰分析で検討した。このように，クラスの

動機づけ構造の次元と，主として学習面の要因の関

係が明らかにされているが，その他にも，クラスの

動機づけ構造の次元とクラスのモラーノレや生徒の性

格特性，対人的能力について検討することは意義が

あるものと思われる。

クラスのモラーノレや生徒の性格特性，対人的能力

などの要因は教科学習と同様，クラスを構成する重

要な要因である。性格特性のなかでも公的自己意識

は自己の外面や他者に対する言動などに注意を向け

やすい傾向である (菅原，198413))。生徒たちはクラ

スの中で常に他者を意識しなければならないような

状況の中に置かれている。クラスには自分にとって

親しい者もいれば親しくない者もおり，また，生徒

の間も様々なクツレープから構成されている(小林，

19616))。このような環境において，生徒は様々な対

人交渉方略を用いながらクラスメートと接している。

その結果，自分の対人的能力に高い有能感を持つ生

徒もいれば，低い有能感しか持てないものもいる。

このような自分の対人的能力に対する有能感が社会

的コンピテンスである。ところで，狩野・田崎 (199014う

によれば，スクール ・モラールとはクラスの成員の

学校生活への適応を表わしているとされる。生徒の

スクーノレ ・モラーノレが高いクラスは生徒どうしの関

係が良好であり，多くの生徒が高い社会的コンピテ

ンスを持つことができるものと恩われる。そのよう

な環境では，生徒の公的自己意識は高まらないこと

が予想できる。教師がクラスを指導する場合，学習

面での指導だけではなく，生徒がクラスに適応でき

るようなクラスづくりをすることが必要とされるが，

その際，クラスの動機づけ構造の下位次元と公的自

己意識やスクーノレ・モラーノレ，社会的コンピテンス

との関係が示されれば，クラスの動機づけ構造のど

の下位次元に基づいて生徒の社会的側面を指導すれ

ばよいかについての知見が得られる可能性がある。

そこで，本研究では，中学生の公的自己意識，スクー

ノレ ・モラーノレ，社会的コンピテンスをとり挙げ，こ

れらの要因に及ぼすクラスの動機づけ構造の影響に

ついて明らかにすることを目的とする。

クラスの動機づけ構造の下位次元と公的自己意識，

スクーノレ・モラール，社会的コンピテンスとの関連

について，以下のような予測がなりたつだろう。す

なわち，公的自己意識は，自分がまわりからどのよ

うに見られているかについての意識であるため，ク

ラスの動機づけ構造と公的自己意識の関係において

は，内発的な動機である課題志向次元や参加次元と

の関連はさほど強くないことが考えられるが，社会

的な次元である承認次元や協調次元との関連が強い

ものと考えられる。また，社会的コンビテンスが高

い生徒は対人的場面においても積極的であると恩わ

れるので社会的コンピテンスと参加次元との聞に正

の関係が予想できる。このような傾向は，スクール・

モラールとの関連についてもあてはまり，スクーノレ・

モラーノレが高い生徒ほど承認次元や協調次元との関



連が強いものと思われる。

方法

調査対象 宮城県内の中学校 l年生6クラス191名

(男子102名，女子89名)が調査対象となった。

調査内容

(1) クラスの動機づけ構造測定尺度

谷島 ・新井(199516)) によって作成されたクラス

の動機づけ構造測定尺度27項目を使用した。本損IJ度

は，承認次元，課題志向次元，参加次元，協調次元

の4つの下位次元から構成されており ，クラスにお

ける承認次元は10項目，クラスにおける課題志向次

元は6項目，クラスにおける参加|次元は 7項目，ク

ラスにおける協調次元は4項目が得られている。

各次元の内容は，以下の通りである。

① クラスにおける承認次元 .友だちおよび教師か

らの承認を求める傾向，②クラスにおける課題志向

次元 。学習および課題への内発的価値を追求する傾

向，③クラスにおける協調次元 ・クラスに調和して

いこうとする傾向，④クラスにおける参加次元 学

業や行事に積極的にとり くもうとする傾向。

(2) 公的自己意識測定尺度

桜井 (199212)) の尺度を参考として，対人関係に

関する生徒の認知を測定する指標として公的自己意

識測定尺度を作成し， 使用した。公的自己意識は自

分が他人からどのように見られているかに関する意

識であり，本研究では新たに公的自己意識を測定す
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る尺度8項目を作成した。項目例は r私は，自分が

他人からどう思われているのかを知りたいで、す。J，r私

は，自分の言ったことについて，みんながどんなふ

うに思ったか， 気になります。」などである。

(3) スクール ・モラーノレ測定尺度

クラス内の人間関係に対する生徒の認知lを測定す

るため，田崎・狗-野 (198514)) によって作成された

スクール・モラーノレ尺度を一部修正し，使用した。

岡崎 ・狩野によるスクーノレ ・モラーノレ尺度は，クラ

スの雰囲気，級友との関係，学習意欲の3つの下位

カテゴ リーより作成されているが，クラスにおける

人間関係に焦点を絞るため，学習意欲を除く項目を

使用し，さらに新たな項目を追加し 8項目とした

(項目はTable1参照)。

性) 社会的コンビテンス測定尺度

生徒がどれだけ対人関係を形成し，維持していく

ことができるかという対人的能力に関する指標とし

て，社会的スキノレに対するコンピテンスをとりあげ

た。そのために，社会的スキルに対する有能感を測

定するための尺度7項目を作成し，使用した。項目

例は r私は，多くの人たちから好かれています。J，

「私は，人から気にいられやすいほうです。」などで

ある。

手続き 調査の実施は，1995年 2月下旬，担任教

師の立ちあいのもとに，各クラスごとに集団で行わ

れた。全ての尺度の回答形式は rとてもよくあては

まる」から「全然あてはまらない」までの5件法に

Table 1 スクーノレ ・モラール尺度における因子分析結果

因
項 目

私のいるクラスは，よくまとまっていると思います。 87

私のクラスの人たちは，協力的で助けあっていると思います。 87

私のいるクラスは，所属していると楽しくなるクラスだと思います。(新) .71 

私のいるクラスは，明るく楽しいクラスだと思います。 .70

私のクラスには，私を理解してくれる友だちがいると思います(新) .13 

私のクラスには，尊敬できる友だちがいると思います。 26

私はクラスのみんなから，好かれていると思います。 30

分散 2.68 

苓与率(%) 38.29 

(新)は，本研究で新たに作成した項目を表わす。
第l因子 クラスの雰囲気，第2因子級友との関係

子
共通性

日

.19 .79 

15 .78 

42 。68

.38 63 

83 .70 

.76 .64 

51 .35 

1.91 

27.29 
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統ーした。ただし，逆転項目については逆のスコア

リンクゃを行った。

結果と考察

1 . 項目分析結果

本研究においては，公的自己意識測定尺度，スクー

ル・モラール測定尺度，社会的コンピテンス測定尺

度のそれぞれの尺度を使用し，これらの変数がクラ

スの動機づけ構造の次元とどのように関係している

のかを検討した。はじめに，各尺度の項目分析を行っ

た。公的自己意識測定尺度の8項目が 1つの成分か

ら構成されているかどうかを検討するために主成分

分析を行ったところ，第 1主成分の固有値と第2主

成分の固有値にギャップが認められたため，本尺度

は 1つの成分から構成されているものとみなした。

ただし 1項目のみが固有ベクトノレから見て不適当

であると恩われたため，この 1項目を除外し，残っ

た7項目の項目得点を合計し，合計得点を項目数で

割った値を尺度得点として使用した (α=.84)。つ

ぎに，スクール ・モラール測定尺度8項目に対し主

成分法で因子を抽出したところ 2因子が得られた。

これらの2因子がクラスの雰囲気および級友との関

係から構成されているかどうかを明らかにするため

パリマックス回転したところ 1項目のみが両方の

因子に負荷が高かったため，この項目を削除した。

残った7項目に対し同じ手法で因子分析を行ったと

ころ再び2因子が得られた。因子分析結果がTable1 

に示されている。各因子に寄与の高い項目の内容を

検討したところ，第 1因子はクラスの雰囲気に (α=

86)，第2因子は級友との関係 (α=.62)に，それ

ぞれ対応していたので，各項目の項目得点を合計し，

合計得点を項目数で割った値を尺度得点として算出

した。また，社会的コンビテンス 7項目を主成分分

析したところ，第 1主成分の固有値と第2主成分の

固有値にギャップが認められ 7項目すべてが第 1

主成分に負荷が高かったため，本尺度は 1つの成分

から構成されているものとみなし 7項目の項目得

点を合計し，合計得点を項目数で割った値を尺度得

点として使用した (α=.80)。

項目分析を行った各測度の平均値と標準偏差およ

びα係数が Tabl巴2に示されている。ただし，前述

したとおり，各測度の平均値は，項目得点の合計を

項目数で除したものであるため，最低が 1点であり，

最高が5点である。

2. 公的自己意識との関連

Table3に，クラスの動機づけ構造の次元と公的自

己意識，スクール・モラーノレ，社会的コンビテンス

のそれぞれとの相関が示されている。

クラスの動機づけ構造の次元と公的自己意識の関

係から検討していく。公的自己意識は，個人の特性

的要因であり，自分がまわりからどのように見られ

ているかについての意識であるとされる。このよう

な特性は，社会的側面を多く含んでおり，クラスの

動機づけ構造と公的自己意識の関連について考える

場合，内発的な動機づけ構造である課題志向次元や

参加次元との関連は，さほど強くないことが考えら

れる。なぜならば，内発的に動機づけられている場

合，自分の興味や，参加の欲求にしたがって活動す

Table 2 各調IJ度の平均値，標準偏差，信頼性係数

浪IJ 度 平均値 標準偏差 日係数

公的自己意識 3.36 0.87 0.84 

クラスの雰囲気 3.68 0.91 0.86 

級友との関係 3.36 0.77 0.62 

社会的コンピテンス 3.14 0.67 0.80 

Table 3 クラスの動機づけ構造と公的自己意識，スクーノレ ・モラル，社会的コンビデンスとの相関

スルール・モラーノレ
クラスの動機づけ構造 公的自己意識

雰囲気 級友との関係
社会的コンピテンス

承認次元 .46料* .21** .38*** .25*** 

課題志向次元 .25*ネ* .17** .23**ド .15* 

参加次元 .25料* 25材木 .42*** .37*** 

協調次元 .54*** .05 .11 ーー01

*戸<.05 **戸く .01 キキキiうく 001 



るのであるから，行動の始発の時点で周囲を気にす

ることは，さほど多くないものと考えられるからで

ある。このような傾向は，クラスの動機づけ構造の

参加次元との関係においてもそのままあてはまるで

あろう。しかし，社会的志向である承認次元や協調

次元との関連は強いものと予想される。

相関係数について検討すると，クラスの動機づけ

構造の承認次元および協調次元が公的自己意識との

相関が高く，課題志向次元および参加次元と公的自

己意識の相聞は低い値が得られている。この結果は，

予惣と符合するものであった。とりわけ，協調次元

と公的自己意識の相関が，承認次元と公的自己意識

の相関よりも高い値であった。協調次元は周囲との

協同の上で動機づけられる親和的動機で、ある。その

ため，協調次元においてはつねに周囲を気にすると

いう点において公的自己意識との関連が強いのだろ

フ。

3 スクール・モラールとの関連

スクーノレ ・モラーノレについては谷島 ・新井 (199516))

において，根本 (198310)) の作成した尺度(クラス

のモラーノレ)についてとり挙げ，クラスの動機づけ

構造の下位次元との関連について検討しているが，

ここでは，新たな下位要因から構成されるスクー/レ・

モラーノレとの関連について検討する。モラーノレの測

定尺度として，田崎 ・狩野 (198514)) によって作成

されたスクール ・モラール尺度を一部修正し，使用

した。岡崎 ・狩野によるスクーノレ・モラーノレ尺度は，

クラスの雰囲気，級友との関係，学習意欲の3つの

下位カテゴリーより作成されているが，クラスにお

ける人間関係に焦点を絞るため，学習意欲の次元を

除く項目を使用し，クラスの動機づけ構造との関連

について検討した。クラスの動機づけ構造測定尺度

の下位次元のうち，承認、次元，課題志向次元，参加

次元とスクール・モラーノレの下位次元であるクラス

の雰囲気との聞に有意な相関が認められた。また，

クラスの動機づけ構造の承認次元および参加次元と

スクール・モラーノレの級友の聞に高い相関が認めら

れた。これは，級友との関係をよく保つためには，

承認次元のような社会的な動機とあわせて自分から

積極的に取り組む参加次元のような自発的な要因も

関与しているということを示している。

4. 社会的コンピテンスとの関連

クラスの動機づけ構造の各次元と社会的コンピテ

(47 ) 

ンスの聞の相関係数について検討する。クラスの動

機づけ桃造の承認次元と社会的コンビテンスの聞に .25

の有意な相関が認められた。また，参加次元と社会

的コンピテンスの問に 37の有意な相聞が認められ

た。しかし，クラスの動機づけ構造の課題志向次元

および協調次元と社会的コンビテンスとの聞に有意

な相関は認められなかった。この結果は，クラスの

動機づけ構造の各次元とスクーノレ・モラールにおけ

る級友との関連と同様，よりよい級友との関係を築

き，その関係を維持することにより社会的コンピテ

ンスを高めるためには，自分から積極的に取り組む

参加次元のような自発的な要因が深く関与している

ことを示している。すなわち，クラスにおいて他者

に積極的に関与し，その結果，他者から承認を受け

ることができれば，社会的コンピテンスが高まり ，

クラスの動機づけにおける社会的な次元の動機づけ

が高められるものと思われる。

5. 重回帰分析結果

これまで，クラスの動機づけ構造の次元と公的自

己意識，スクーノレ ・モラール，社会的コンビテンス

の関連を相関係数により検討してきた。しかし，ク

ラスの動機づけ構造の下位次元とこれらの変数の関

係について知見は得られたが，実際のクラス場面に

おいてクラスの動機づけ構造のどの次元がこれらの

変数に影響を及ぼしているかについてはわかってい

ない。前述した通り，谷島 ・新井(199617)) は，ク

ラスの動機づけ構造の次元が教科の能力認知，自己

調整学習方略，達成不安をどのように説明するかを

重回帰分析で検討している。このように，クラスの

動機づけ構造が教科学習に及ぼす影響については詳

細lに検討されているが，本研究で、扱った公的自己意

識，スクール ・モラーノレ，社会的コンピテンスなど

の性格特性的，社会的要因への影響について検討す

る必要があろう。そこで，クラスの動機づけ構造の

各次元を説明変数とし，公的自己意識，スクール・

モラール，社会的コンピテンスのそれぞれの変数を

目的変数として重回帰分析を行った。クラスの動機

づけ構造のどの次元が公的自己意識，スクール・モ

ラーノレ，社会的コンピテンスの各変数をより強く説

明しているかを明確にするために， 0.1%水準で有意

な標準偏回帰係数のみをパス図的に表現したのがFig.l

である。重相関係数について見ると，公的自己意識，

スクーノレ ・モラール，社会的コンピテンスのそれぞ
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れについて有意で、あった。標準偏回帰係数について

検討すると，クラスの動機づけ構造の承認次元から

スクール ・モラールの級友との関係に対して有意な

係数が認められた。また，クラスの動機づけ構造の

参加次元からスクール・モラーノレの級友との関係に

対して有意な係数が認められた。クラスの動機づけ

構造の参加次元から社会的コンピテンスに対して有

意な係数が認められた。クラスの動機づけ構造の協

調次元から公的自己意識に対して有意な係数が認め

られた。しかし，クラスの動機づけ構造の課題志向

次元からはいずれの変数に対しても有意な標準偏回

帰係数は認められなかった。

以上の結果から，公的自己意識，スクール ・モラー

ル，社会的コンビテンスなどの性格特性的，社会的

変数に対してクラスの動機づけ構造の課題志向次元

を除く各次元が影響を及ぼしていることが示された。

谷島・新井 (199617)) の結果では，教科学習にかか

わる要因に対して，内発的な動機の次元である課題

志向次元が最も強い説明カを持つことが示されてい

るが，本研究では承認次元や協調次元のような社会

的次元が，公的自己意識やスクーノレ ・モラーノレ，社

会的コンビテンスなどの生徒の性格特性的な要因を

説明していることが示された。クラスの動機づけ構

造の下位次元は内発的な動機や社会的次元の動機な

ど質的に異なる動機から構成されている。本研究で

の重回帰分析結果と谷島 ・新井 (199617)) の結果で

クラスの動機づけ構造の各次元の説明カが異なるこ

とは，これらの各次元の性質の差異を示す結果であ

ると思われる。

今後，承認次元や協調次元などのクラスの動機づ

け構造の社会的な次元に基づいて，クラス場面での

社会的動機づけを高める指導方略を設定することが

必要とされる。
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